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　栽植密度 に対 して ，作物収量は通常，漸 近線型，あ る い は放物線型 の 関係 を示 す ．漸近線型 の 関係

は Shinozaki　and 　Kira（1956）に よ る密度一収量 曲線で 表 され る．一方 ， 窒素施肥量に対す る収量反応

も，ある範囲ま で は漸近線型か放物線型の 関係 を示す と考 え られ るが ，栽植密度 と窒素量の 相 互作用

を統
一

して 定量 的に解析した 報 告は み あた らない ．し か し ，近年 Ellisら（1999）は密度
一収量曲線 に窒

素 の 要因を加 えた拡張 モ デル を考案し
， その 有用性 を報告 した．本研究で は こ の モ デ ル を適用 して ，

コ ム ギの 収 量お よび収量構成要素 に対す る栽植密度 7段 階と窒素量 6 段階の 相互 作用の 解析を試み た．

【材料 と方法】

　供試 品種 は さぬ きの 夢 2000 で ある ．2002 年 H 月 19 日に ，1列 1．2m ， 列 間 20cm で ドリル 播状 に

播種 した ．栽植密度は 70，100， 130， 160， 180， 290 ， 360 個体 m
’2

の 7段 階，窒素施肥量は成分量

で 1， 5， 9， 13， 17，21kg 〆10a の 6 段 階 とした ．なお ，略称 と して 栽植密度を D ，窒素施肥 量 を N と

し，DO70 ，　 NO1 の よ うに表記 した．　 P20s と 1（20 は い ずれ も 10kg〆10a とした．窒素量が主 区画 ，栽植

密度 が副区 画 の 分割試験区設 計 とし，区画の 反復 は設けなか っ た ．倒伏防止 と して 網 目 20cmX20cm

の 花卉園芸 用ネ ッ トを，草高の 伸長 に合わせ て 適度な高 さに設 置 した．6 月 3 日か ら 5 日にか けて 各

処理 区 5 列 の 中か ら，中央 3 列 を列毎 に刈 り取 り，網室 で は ざ干 しした ．全乾物 重 と穂 数 を測定後 ，

脱穀 し て 唐箕で 風選 し，収量 と した ．収量 を千粒重で 割 っ て 総粒数 を ， 総粒 数を穂数で割 っ て
一穂 粒

数を求めた．子 実 の 蛋 白含有率測定に は食味計を使用 した ．結果は い ずれ も 3 列の 平均値 で 示 した ．

　モ デル 　Y を収量 ，w を個 体あた り収 量 ，ρを栽植密度す る とそ の 関係 は Y 　
・c

　w ρ で 表 され る．栽植

密度に対す る収量反 応が漸近線型を示す場合，個体あた り収量の 逆数は栽植密度 と直線 関係 に ある．

し た が っ て ，密度 一収量曲線 は 1／w ＝ a ＋ bρで 与 え られ る．こ れ に窒素要因 （丿V）を加 え た密度
一収 量

曲線の 拡 張モ デル は 1Xw・　a ＋ bρ ＋ criogiO ？V で あ り ，
こ こ で a 　 b，　 c はモ デル の パ ラ メ

ータで ある．

【結果 と考察】

　い ずれ も生育は順 調 で あ っ た が，N21 は窒素過 剰 に よ る生理 障害が若干 観 察 され た ．5 月 14〜15

日の 降雨に よ り N17 ，　 N21 は全区画 ，　 NO5 ，　 NO9 ，　 N13 は Dl60 か ら D360 が倒 伏 し た ．収 量は NO1 ，

NO9 お よび M3 にお い て Dl30 で 高く，それ よ り密度が高 い ほ ど減少する傾 向に あ っ たが ， そ れ 以外

の 窒素施肥 区 で は 栽植密度 との 間に
一定の 傾 向はなか っ た （第 1図）．ま た ，い ずれ も収 量 と窒素施肥

量 と の 関係 は明確で は なか っ た ．総粒数 と千粒重は 栽植密度と の 間 に
一定 の 傾 向 を示 さなか っ た が ，

窒素施肥 量が多い ほ ど総粒数は増加 ， 千粒重 は減少 した．穂数 は裁植密度お よび窒素施肥 量が高い ほ

ど増加す る傾向 にあ っ た．一
穂粒数は裁植密度が 高い ほ ど減少 した が ，窒素施肥 量 との 関係 は明確で

なか っ た ．タ ン パ ク含有率は裁植密度には影響を受けなか っ たが ， 窒素施肥 量 が多い ほ ど増加 した ．

　個体あた りの 収量 ， 粒数お よび穂数 の 逆数 と栽植密度 との 間に は い ずれ も高 い 正 の 相関関係 が認 め

られ ， 密度一収量曲線があて はまる こ とが 示 された（第 2 図）．しか し，回帰 直線の 傾きは窒素施肥量

に よ り異な っ た ．収量 に お い て 全体の 傾向か ら大 きく外 れ て い た NO5D290 ，　 N21D290 を除 き，密度
一収 量曲線の 拡張 モ デル を適用 した とこ ろ，収量 は c ， 粒数 は a の パ ラメータに 有意性が認め られ な

か っ たが ， 穂数はすべ て の パ ラ メ
ー

タに有意性 が認 め られた（第 1表）．拡張 モ デ ル に よる穂数の 推定

値 を 3 次元 グラ フ で 示 した 結果，栽植密度 と窒素施肥 量の い ずれ に 対 し て も漸近線 的関係を示 す推定

曲面が得 られ ， また 推定曲面は 実測値 の 変動 に良く対応 して い る こ とが 示 された（第 3 図）．

　 以上 の よ うに ， 穂数に は密度
一

収 量 曲線の 拡張モ デル が 適用で きたが
， 収量 と総粒数は

一
部の パ ラ

メ
ータに有意性 が認 められず ，

モ デル が適用で きなか っ た．こ の 原因 と して ， 穂数 は倒伏前に決定 し

て い た形質で あるの に対 し，収量 と総粒数 には倒伏 に よる登熟不良が影 響 した もの と推察 され る．

引用文献 ：Shinozalci，　K，　and 　Kira　T．　19S6　Joun　Inst．　Polytech．　Osaka　City　Univ．　Ser．　D7；35−72．
　　 　　 Ellis，　R．H ．，　Salahi，　M ．− amd 　Jones，　S．A ．1999　Ann ．　Appl．　Biol」 34；347−352．
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第 1 図　収量 ， 収量構成要素 お よび子 実の 蛋 白含有率 と栽植密度 との 関係 ．
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第 2 図　個体あ た り収 量 ， 粒 数お よび穂数 の 逆数 と栽植密 度 との 関係 ．図 中の 数値 は相関係数．

　　　 ＊＊ ＊
：0．1％水準で 有意 ．

第 1表　個体 あた り収量 ， 個体あた り粒数お

　よび個体あた り穂数 の 逆数に適用 した密

　度 一収量 曲線の 拡 張モ デル
1｝の パ ラメ

ータ

　 とその 有意確率．

　 a　 　　 　　 b　 　　 　 　 c

−O．009513　0．0011718　−0．000013

（0．0302）
2｝
　　（く 0001）　　（O．5677）

−0．000293　0．0000457　−0．000006

（0．0758）　　（＜ ．0001）　　（く．0001）

　 　 y

個体あた り

　 収量

個体あた り

　 粒数

個体あた り　 0．03578030 ．OO12276・0，000234

　 穂数　　　（〈．OOOI）　 （く 0001）　 （く 0001｝
D

：y ＝a ＋ bp ＋ cρ弖09ioN

　ただ しρ は栽植密度，N は窒素施肥量．
2）

：括弧 内 の数値 は パ ラ メ
ー

タ の 有意確 率．

第 3 図　拡張 モ デル の 穂数へ の 適用．
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